
 

 

会宝通
信 ～KAIHO Communication～ 

 皆さまこんにちは、社長の近藤です。9月16日に、名古

屋中小企業投資育成様が主催された、タイ・ベトナムほか

途上国の政府商工会議所等の職員との情報交換会が名古屋

で開催され、参加してきました。 

 今回は東南アジア各国の主要産業や魅力についての説明

を聞き、経済状況や経済振興に関する情報収集、人的交流

の促進、地域情報の収集など、現地の方と直接対話できる

貴重な機会となりました。 

 その中で海外展開をしている中小企業の代表として、弊

社の取り組みや考え方を説明する機会をいただきました。 

 参加者は12ヶ国（タイ・ベトナム・マケドニア・メキシ

コ・バヌアツ・ナミビア・ドミニカ・ザンビア・キルギス・ガー

ナ・エルサルバドル・モロッコ）17名の方でした。 

 まだ取引をしていない３ヶ国をはじめ、とても熱心に聞

いていただきました。皆一様に自国でのリサイクルの必要

性を強く感じていらっしゃいましたが、どうやって進めて

いけばよいのかなど、多くの質問をいただきました。 

 前日には、ABEイニシアティブより7ヶ国14名のアフ

リカ人学生が来社されました。ABEイニシアティブとは、

アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ

（African Business Education Initiative for Youth）

の略で、日本の大学や大学院での教育に加え、日本企業で

のインターンシップの機会を提供するものです。 

 今回インターンシップを受け入れた企業様からの推薦

で、弊社に来ていただくことになりました。 

 ここでもアフリカ各国の方から多くの質問をいただきま

した。このような積極的な姿勢は、日本人が見習わなけれ

ばいけないところだと改めて感じました。 

 弊社では2014年12月にUAEで自動車中古部品のオー

クションをスタートさせました。そしてケニアでも同様の

仕組みづくりを展開していこうと考え、今は準備を進めて

いるところです。この活動を通して、アフリカの方とも協

力していきながら、現地に貢献し、地球環境にも貢献でき

るような活動をこれからも率先して行っていきます。 

いつも身近な存在でありたいと思っています 

 国際交流 ～世界に貢献できる企業へ～ 
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    今月は 入社半年の国内業務部 国内部品課 片倉海勇さんからコメントをいただきました！ 

 こんにちは、国内部品課の片倉です。私は主に国内向けに販売する部

品を取り外しています。部品の取り外しでは試用期間中に生産部で教

わったことを実践しています。最近ではフォークリフトの免許を取得さ

せてもらい、ラックから部品の出し入れが一人で出来るようになり仕事

の幅がとても広がったと感じています。これまでに色々な知識を覚えたり、新しいことに挑戦する機会を与

えてくださった会社や先輩方にとても感謝しています。 

 話はガラッと変わりますが、私は戦闘機が好きです。だから車に興味を持ってからは、戦闘機みたいな車

に乗りたいと漠然と思っていました。それから映画で見た印象や、見た目にも惹かれてスポーツカーを頑

張って購入しました。しかしすぐに壊してしまって、今はとても反省しています・・・。現場での安全作業

と共に、安全運転も心がけていきます。 

 入社してから、楽しいことや辛いこともありました

が、全てが良い学びになっています。しかし、学んで

終わりではなく、これからの仕事に活かしていきます。まだまだ迷惑をかけ

ることもあると思いますが、知識も経験もこれからどんどん身に付けていこ

うと思っているので、これからも宜しくお願いします！！ 

こんにちは。吹く風の香りに本格的な秋の訪れが感じられるようになりました。店頭にならぶ、

豊富な海の幸・山の幸に思わず足を止めて見入ってしまう今日この頃です。食欲の秋、読書の秋、スポー

ツの秋・・・・過ごしやすい気候の秋には、新しい挑戦を始める方も多いのではないでしょうか？ 

会宝農園でも新たな挑戦を始めることとなりました。羽咋市と連携し、新しい農業ビジネスモデルをこ

れから共に創出していく意志を固めました。そのために、「IoT」（さまざまな機器をインターネットでつな

ぐ技術）や「AI」（人工知能）といった先端技術を導入した「自然栽培」（木村秋則氏が実践されている無

農薬、無化学肥料、無除草剤を条件とし、自然本来の環境を最大限に生

かした農法）に取り組むという基本合意を交わしました。 

宝達志水町の農場でも実験用のハウスを利用して試験栽培をスタート

しました。露地栽培にも取り組むため、農場の空いているスペースの開

墾も同時で進めています。これから試行錯誤の中で、新たな技術を身に

つけ、挑戦を続けていきたいと思います。（担当：佐近） 

《※写真は、９月８日羽咋市役所で挙行されました基本合意調印式との様子です。》 

 

               農業の取り組み  ～ 農業事業部より ～ 

● 今月の出番 ●          

国内業務部 国内部品課 

片倉 海勇 さん                               

☆会宝農園Facebookページ & ブログで農園の様子や耳寄り情報を発信中♪  ぜひご覧ください！ 

 【Facebook】 https://www.facebook.com/kaiho.farm/ 

 【ブログ】    http://kl-japan.co.jp/blog/  

☆採れたて新鮮な「しあわせのトマト」をご自宅へ直送！！ 

 ギフトセットもこちらでご注文いただけます♪ 

 【会宝農園インターネットショッピングサイト】 http://agribalance.jp/ 



 

 

    
   今月のパチリ☆ 

「元気ライスプロジェクト(写真１枚で参加できるボランティア活動)」 
「写真を送る」という行動を、起こしていただいた皆様に感謝します。 

10，000人の元気な写真をご覧ください！！ありがとうございました。 

●達成報告 2016年8月7日達成！10,000 SMILE 2,254日経過 ）      

 こんにちは！9月22日に収穫祭を行いました。収穫祭は、この一年の収穫と農業分野でご協力いただいて

る方々への感謝の気持ちを込めて毎年開催していて、今年で7回目となりました。農業を行う弊社として

は、春の田植え、秋の収穫祭は食と農について考える絶好の機会と考えていて、社員の子供にも参加を呼び

掛けています。今年もたくさんの子供たちが参加してくれました。5月に植えた稲の刈り取りは、稲の成長

や収穫の喜びを感じる為に手刈りで行いました。田植えと収穫の両方に参加した子供たちは稲の成長が実感

できた様で、「大きくなったね！」

とはしゃいでいました。 

私たちが普段何気なく食べている

お米は決して簡単に出来ているも

のではなく、たくさんの方の苦労

と愛情がこもっていることを、感

性豊かな子供たちに伝えていくこ

とも農業に携わる者としての大事

な役割だと思っています。 

（写真は稲刈り体験後に行った

バーベキュー会場での参加者集合

写真です） （担当：松本）                        

                                社員海外レポート  

こちらをクリックして下さい！ 

  

 こんにちは。海外事業部の鈴木です。先月から弊社の合弁会社があるケニアのナイロビに来て

います。ケニアでは、毎年約10万台が新車・中古車として増え続けていますが、輸入規制によっ

て７年以内の車に限られるので、街中の車も日本で見る光景と大した差はありません。だから、日本からの中古

部品の需要はとても大きいです。ここで私たちは小売販売を行っています。ドバイにある合弁会社では、オーク

ションを通して、お客様に大口で購入いただきます。例えば、エンジン30台、足回り30セットなどです。ドバ

イを中継地点にして全世界に商品が流れているので１日に300万円以上のお金が動きます。しかし、ここナイロ

ビではやってくるお客様のほとんどが、自分の車の補修部品を探す個人・もしくは部品を探すために依頼された

エージェントです。ドアの窓が開かなくなったので、「パワーウィンドウスイッチ」を探しに来るお客様、クラク

ションが鳴らなくなったので「ホーン」を探すお客様。単価は

1,000 - 5,000円の世界ですが、お客さんにとってはまさに

痒いところに手が届くので、中古部品は重宝されます。ケニア

の一般庶民の平均月収は10,000円程度です。多くの店がとこ

ろ狭しと部品を置いていて、いったいどうやって欲しい部品を

探し当て、取り出すのか、不思議でなりません。 

From  

    Kenya 

   

http://www.kaiho.co.jp/jp/sp/project/smile28.html


 

 

  

〒920-0209 金沢市東蚊爪町1-23-3 

 会宝産業株式会社 

ホームページもご覧ください。 

http://kaihosangyo.jp/ 

ご意見ご要望はこちらまで 

soumu@kaiho.co.jp （担当：宮村） 

〒920-0209 金沢市東蚊爪町1-23-3 

車輌課 （車輌引取り・査定） 

TEL  076-237-5347（直通電話ができました！） 

FAX  076-237-1950 

Email : sales@kaiho.co.jp 

部品課 （部品注文/担当：大森・鹿野・角島） 

TEL  076-237-5138 

FAX  076-237-6090 

Email : kokunai@kaiho.co.jp 

  相場情報 ～生産部より～ 

 弊社の取り組みが紹介された書籍が２冊発行されましたの

で、ご紹介させていただきます。 

 まず１冊目は、毎年２月の感謝の集いでも、４年連続で講話

をしていただいている、神田昌典氏が書かれた本で、 

「あなたの会社が最速で変わる7つの戦略」(フォレスト出版)です。 

 本の中で、「すでに変革を始めている先駆者たちの戦略に学

ぶ」というテーマで、神田氏がコンサルタントとして関わって

きた7つの会社の戦略例が紹介されています。 

 その中で弊社は、「プラットフォーム化によるビジネスモデ

ルの構築」の項で紹介していただいています。 

 ２冊目は、「BoPビジネス3.0」(英治出版)です。この本は

2015年4月にアメリカで出版された書籍の日本語版です。日

本語版の特別章にBoPビジネスに関する日本企業の先進事例と

して弊社が紹介されています。BoPビジネスになじみがない方

や、BoPビジネス成功のために必要なアプローチを求めている

方にも必読の一冊です。 

 どちらも全国の書店の他、amazon等でも販売しておりま

す。是非ご覧ください。（担当：佐藤） 

 

 今月のトピックス ～ 書籍の紹介 ～ 

9月実績 

 入庫台数 847台                      

 処理台数 825台     
      
  

 こんにちは。会宝産業の山口です。朝晩も涼しくなり日中も過ごしやすい気温となりました。 

 9月もスクラップ相場に大きな変動は有りませんでしたが、鉄に関しては若干の上げが有ったの

ではないでしょうか。最近の鉄相場は中国の粗鋼生産量に左右される事が多いですが、直近の発

表によると、また増産傾向に転じているようです。8月の生産量は7月比では0.3％増、前年同月

比では1.9％増との発表が有りました。中国国内でも、鉄鋼業大手の2社が統合するなど過剰設備

や過剰生産の問題解決に向けて動きが有りましたが、国慶節が終

わった段階での動きに注目ですね。 

 国慶節（こっけいせつ）とは、中華人民共和国の法定休日の一つ。日付は10月1日。

1949年10月1日に天安門広場にて中華人民共和国の建国式典が行われ、毛沢東により中

華人民共和国の成立が宣言されたことにちなんだものです。 


